
議
員
提
出
第
十
六
号
議
案

若
者
の
雇
用
創
出
と
新
卒
者
支
援
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

若
者
の
雇
用
環
境
は
先
が
見
え
な
い
不
安
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
一
昨
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

厳
し
い
状
況
が
続
き
、
昨
年
十
二
月
の
若
年
層
（
十
五
～
二
十
四
歳
）
失
業
率
は
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

全
体
の
完
全
失
業
率
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
新
規
学
卒
者
の
就
職
内
定
状
況
も
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
大
卒
予
定
者
の
就
職
内

定
率
は
昨
年
十
二
月
一
日
現
在
で
七
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
前
年
同
月
比
で
マ
イ
ナ
ス
七
・
四
ポ
イ
ン

ト
）
、
高
校
新
卒
者
は
同
十
一
月
末
現
在
で
六
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
同
マ
イ
ナ
ス
九
・
九
）
と
、
い
ず
れ

も
過
去
最
低
と
な
っ
た
。

更
に
、
ニ
ー
ト
や
引
き
こ
も
り
な
ど
困
難
を
抱
え
る
若
者
へ
の
支
援
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
十
分
な
対
策
も
急
務
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
若
者
の
雇
用
に
対
す
る
公
的

支
援
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
若
者
の
雇
用
創
出
と
新
卒
者
支
援
を
図
る
た
め
、
次
の
項
目

に
つ
い
て
強
く
要
請
す
る
。

一

地
域
の
実
情
に
基
づ
い
た
雇
用
機
会
の
創
出
を
強
化
す
る
た
め
、
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付

金
」
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
の
基
金
（
七
千
億
円
）
を
更
に
積
み
上
げ
る
こ
と
。

二

「
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
」
の
恒
久
化
及
び
未
就
職
新
卒
者
に
対
す
る
同
給
付
の
適
用
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
次
の
雇
用
へ
つ
な
げ
る
た
め
の
「
ト
ラ
イ
ア
ル
（
試
行
）
雇
用
」
の
拡
充
や
、
「
働
く
場
」
と

「
職
業
訓
練
」
を
一
体
的
に
提
供
す
る
「
雇
用
付
研
修
体
系
」
（
例:

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
支
援
セ
ン
タ
ー
）

の
促
進
を
図
る
こ
と
。

三

新
卒
者
の
内
定
率
の
低
下
と
就
職
活
動
に
か
か
る
費
用
負
担
が
非
常
に
重
い
こ
と
に
鑑
み
、
「
就
活
応

援
基
金
」
を
創
設
す
る
な
ど
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」
の
持
つ

就
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
育
機
関
に
提
供
す
る
た
め
、
大
学
構
内
に
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
大
学
出
張
所
」

の
設
置
を
推
進
す
る
こ
と
。

四

中
小
企
業
の
求
人
と
新
卒
者
の
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
た
め
、
中
小
企
業
の
求
人
や
そ
の
魅

力
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
う
「
政
府
版
中
小
企
業
就
活
応
援
ナ
ビ
」
を
創
設
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
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